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■ハチクマとは
ハチクマは翼を広げると130㎝ほどのトビと同じくらいの大きさのタカ科
の鳥。
ハチの幼虫やさなぎを食べ、クマタカに似ていることからその名がつき
ました。
東南アジア方面で越冬し、5月頃日本にやって来ます。
夏に日本で繁殖したハチクマは秋になると西へ西へと移動し、その大
部分は福江島の大瀬崎周辺から西海上に飛び出します。
毎年9月中旬から10月上旬に7,000羽～20,000羽あまりが記録されて
おり、日本最大の渡りの中継地になっています。

発行日：平成30年9月19日
発 行：五島列島ジオパーク推進協議会

★ジオパーク講演会『奈留島産の石を知ろう！』を開催しました★

８月５日（日）、奈留支所３階会議室でジオパーク講演会『奈留島
産の石を知ろう！』を開催しました。
講演会では、奈留島の水晶及び黒曜石についてのお話がありま
した。奈留島の双子水晶のようにきれいなハート型になるのは珍し
く、水晶が成長する過程で結合の仕方に変化が起きて分かれると
いう説明がありました。
また、奈留島の黒曜石については、様々な場所の黒曜石との成
分の比較結果など詳しいお話をいただきました。

このような成分分析によって、遺跡などで発見された黒曜石がどこの産出のものを使っているのかとい
う事がわかり、古代の交易ルートが探れるそうです。

水晶も黒曜石も昔は刃物などに加工して使用していたとのお話もあり、私たちの暮らしと深いつながり
のあるものだと改めて感じることのできる講演会でした。

福江島でハチクマの渡りが確認されて30年目の年です！

ハチクマの成鳥♂

空を舞うハチクマの群れ

●観察出来る期間
9月中旬～10月上旬 (この期間が一番良く観察出来ます)

●おすすめの時間帯
日の出直後（午前6時～午前8時）
※6時にはスタンバイしておくことをおすすめします。この時
間帯にその日の約80％のハチクマが飛び立ちます。

●観察場所
大瀬山山頂(大瀬崎 祈りの女神像周辺)：玉之浦

今年は、福江島でハチクマの渡りが確認されて３０年目の
記念の年です(＾＾)！
ハチクマは五島列島から大陸に渡る鳥で、五島列島ジオ
パーク構想のテーマである「五島列島 大陸との懸け橋」を
表す見どころの一つです。

参考：五島自然塾 平成28年5月発行 『知らなかった！五島の自然』

ハチクマの渡りを観察しよう！

壮大なハチクマの渡りをぜ
ひ観察してみてください☆
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今回でGOTO！ジオ通信も3回目の発行となりました。
皆さん「ジオパーク」という言葉は覚えていただけましたで
しょうか。

夏休み期間中は、講演会、パネル展、ジオツアーと様々な
イベントを開催し多くの皆様にご参加いただきました。

今後もジオパークの魅力をお伝えできるようなイベントを
開催していきますので、皆さまのご参加をお待ちしており
ます(＾＾)♪

編集者後記 お問い合わせ

★ジオパーク写真パネル展を開催しました★

イベント開催については、その都度五島列島ジオパーク推進協議会特設サイトや公式
フェイスブック、チラシなどで皆様にお知らせいたします（＾＾）！ぜひご参加ください♪

8月10日（金）～17日（金）、福江港ターミナル２階でジオパー
ク写真パネル展を開催しました。

お盆の期間ということで、多くの市民の皆様や帰省客・観光
客の皆様に五島列島ジオパーク構想の見どころを知っていた
だくため、写真・パネル併せて８枚を掲示しました。

期間中は多くの皆様が写真パネル展の前で足を止め、熱心
にパネルに記載してある説明を読んでくださりました。

このような写真やパネルを、今後も様々な場所で掲示するな
ど活用していきます。

８月２６日(日)に、嵯峨島ジオツアー『夏休み！海と陸から嵯
峨島を観察』を開催しました。
まず船で嵯峨島を一周し外側から島の様子を観察しました。
嵯峨島の西側は波によって削られ、垂直に近い海食崖の絶
壁を作っています。
海上から眺めると火山噴出物が重なり合うさまや、岩脈など
を見る事ができます。
参加者の方々は、普段なかなか見ることのできない海食崖
の様子を食い入るように見ていました。
その後、陸上から岩壁に絡みつくように育っているアコウの
木や、火山噴出物でできた千畳敷などを観察しました。

アコウの木は、枝や幹から多数の気根を垂らしており壮大な
景観をしていました。

ガイドの説明では、鳥が種を運んだのではないかということ
です。

千畳敷では、火山噴出物がパイのように何層も重なっている
様子を間近で観察しました。

その他千畳敷にはポットホールや海食洞もあり見どころ満載
です。

今回初めて嵯峨島に来たという参加者もおり、五島の魅力
を知るきっかけになったとおっしゃっていました。
皆様も是非嵯峨島に行ってみてください。

★嵯峨島ジオツアー「夏休み！海と陸から嵯峨島を観察」を開催しました★
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